
令和６年度 第１回観光振興連絡協議会 

 

期日 令和６年６月21日（金）  

時間 午前10時00分～ 

場所 吹上中央公民館２Ｆ研修室 

 

会   次   第 

 

１ 主催者あいさつ（協議会会長 永山由高） 

 

２ 事務局及び参加者紹介 

 

３ 令和５年度の活動報告 

 

４ 各団体からの情報集約 

 

５ 本日の協議内容について 

(1) 「まちのコイン」について 

      説明：日置市地域づくり課 重水課長補佐 

 (2) グループワーク（意見交換） 

   「まちのコイン」で感じた可能性を話し合おう！ 

 

６ 発表 

  ・５(2)についての発表 

 

７ 閉会 
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１．主催者挨拶                   

 

 

観光振興連絡協議会 会長  永山由高 

 

 

２．事務局職員並びに参加者紹介           
 

 (1) 事務局職員 

氏 名 職 名 前所属 

永山 由高 日置市長  

上村 裕文 商工観光課 課長 企画課長 

家村 毅 商工観光課 課長補佐  

寺田 克仁 
商工観光課観光戦略係 

係長 

社会教育課ｽﾎﾟｰﾂ振興係 

主幹 

藤川ひかり 
商工観光課観光戦略係 

主任 
 

小坂元咲璃 
商工観光課観光戦略係 

主事補 
 

田代 誠治 社会教育課 課長 商工観光課 課長 

田尻 拓弥 鹿児島市役所 
商工観光課観光戦略係 

主任 

※前任の田尻さんは２年間の職員交流の任期終了により鹿児島市役所へ  

 

 (2) 参加者 

 

総勢２３名（２０団体）の参加をいただきました。名簿を９ページに添

付しておりますのでご確認ください。 

平日のお忙しい中、ご参加くださりありがとうございます。  

※当日は大雨の影響などにより 14 団体 17 名の参加となりました。 
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３．令和５年度の活動報告                 
(1) 第１回（Ｒ５.５.26［金］開催） 参加者：18団体19名参加 

  開催場所：日置市中央公民館３階 研修２・３ 

 ［主な内容］ 

ア 今年度の取り組み内容について（事務局提案） 

   (ｱ) 日置市観光戦略の全体像について 

    ■観光戦略の最終目的「訪ねてよし ひおき」の実現 

 

   １ 戦国島津＆歴史観光「歴史を知ろう！戦国島津ゆかりの地・日置市」 

   ２ アウトドア＆体験観光「日置でごほうびチルアウト」 

   ３ スポーツ観光「地域とともに作り上げる ひおきスポーツツーリズム」  

   ４ グルメ観光「いまだけ！ここだけ！に出会える  ひおきグルメ」 

   ５ 伝統工芸観光「クラフトで楽しむ ひおき西海岸」 

    (ｲ) 観光振興連絡協議会の位置づけについて 

    ■事務局は「商工観光課観光戦略係」とする。 

   １ 『月刊ひおき観光』および『週刊ひおき観光』における編集部  

機能として、特集記事やオリジナルルート検討などを担う。  

   ２ 各団体の現在抱えている課題を共有し、協力して取り組めるも  

のについて連携して実施する。 

 

イ 意見交換 

   (ｱ) グループ内の自己紹介および状況共有 

   (ｲ) 昨年度の振り返り…観光戦略の５つのカテゴリーについて  

   (ｳ) 今年度の協議会の在り方について…情報集約・発信について  

 

  ウ 意見交換(ｲ)及び(ｳ)についての発表 

 

  エ 第１回目のまとめ 

   (ｱ) 第２期日置市まち・ひと・しごと創生総合戦略である「訪ねて  

よし  ひおき」を実現するために「５つのカテゴリー」＝「５

本の柱」として観光戦略に基づいた計画をすすめることとし、

その方向性について了承を得た。 

 (ｲ) 市商工観光課を事務局とし、市所有の媒体による情報発信を行  

い、観光関連団体が実施する事業・イベント情報を発信する検  

討会として位置づけることについて了承を得た。  

「目標達成のための“観光戦略５本の柱”」 
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(2) 第２回（Ｒ５.８.２［水］開催） 参加者：13団体14名参加 

  開催場所：日置市中央公民館３階 大会議室 

 ［主な内容］ 

ア 第１回協議会の振り返り 

   観光戦略５本の柱の一部修正について 

■５ 伝統工芸観光「クラフトで楽しむ ひおき西海岸」を一部修正  

 

   ５ 伝統工芸＆アート観光「クラフトで楽しむ ひおき西海岸」へ 

    ※「クラフト」の表現ではガラスやアート作品などが含まれないため、  

「アート」を追記。 
 

イ 本日の協議会内容について 

   Ｒ４ワーケーション実証事業について（報告） 

    ■実証実験を「株式会社スカラパートナーズ」が実施 

 

   ※県内企業を対象に日置市内の魅力を感じるスポットや観光、体験  

を織り交ぜた２泊３日のワーケーションツアーを実施。  

⇒ 日置市でのワーケーションは体験コンテンツ（陶芸体験など）を通  

じたコミュニケーション活性化に効果があり、かつ目標達成のため  

のチーム作りについて最も効果を感じるとの意見あり。 

 

    

Wi-Fi 等の電波環境の整備や幅広い企業からのニーズに対応するた 

めの観光地整備や体験型コンテンツの拡充 

 

  ウ 意見交換 

   (ｱ) 今後の協議会を軸とした日置市観光の目的および目標について  

   (ｲ) 日置市観光協会の取組状況について（日置市観光協会説明）  

 

  エ 意見交換に関しての発表 

 

  オ 第２回目のまとめ 

(ｱ) ワーケーション実施については、環境整備などの課題はある 

が実施は可能である。 

(ｲ) 意見交換(ｲ)で出された意見や要望等は、後日観光協会へフィ 

ードバックを行う。 

  

「修正内容」 

「実証結果」 

「実証結果による課題」 
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(3) 第３回（Ｒ５.11.８［水］開催） 参加者：13団体14名参加 

  開催場所：吹上支所２階 大会議室１・２ 

［主な内容］ 

ア 第２回協議会の振り返り 

 (ｱ) 協議会を軸とした日置市観光の目的および目標について  

 (ｲ) 日置市観光協会の取組状況意見交換について 

   →意見交換で出た内容を日置市観光協会へフィードバックを行い、観光  

協会で取り組む事項を整理し、協議会会員等と連携を図りながら観光 

振興を行っていく。 

  イ 本日の協議会内容について 

■イベント事例発表（吹上未来研究所 長野勝悟氏） 

   ［イベント名］石と占いとひおきしと / ふるさと再発見マルシェ 

  

   ・2019 年６月に発足。吹上地域の活性化と定住者や関係人口の創出に繋げ  

るため「妙見神社」をはじめとした吹上の名所で各種イベントを通じて 

吹上の魅力を発信。  

   ・2022 年 10 月に第１回吹上再発見プロジェクトとして「ASSEL IMAYO ヴァ 

イオリン演奏会」を妙見神社巨石前で開催。 

   ・2023年９月に「石と占いとひおきしと」を鹿児島市で開催。吹上の名所で  

ある天昌寺跡の島津豊久公御朱印帖の販売や妙見神社などへのＶＲゴーグ 

ルを使用した体験を行い、吹上の名所を紹介する。 

 

ウ 意見交換 

   (ｱ) 吹上未来研究所でのイベント実施について 

   (ｲ) グループ毎でのイベント・企画等についてのグループワーク  

 

  エ 意見交換に関しての発表 

 

  オ 第３回のまとめ 

   (ｱ) グループワークにおいて６つの企画が提案された。 

     ・みつろうやオリーブなど美肌を中心としたＰＲ  

      ・日置観光ＬＩＮＥ＠をＰＲ  

      ・吹上浜を活用した綱引きや砂鉄を集めたイベント  

      ・子ども向けイベント 

      ・千本楠、遠見番山、江口浜、美山を活用した企画等  

      ・上記以外の企画を検討 

   (ｲ) ５本の柱に基づい板観光振興に取り組む地域として令和５年度  

より美山をモデル地区として選定。今後、「薩摩焼の里」か 

ら「ものづくりの里」への成長を官民一体となって推進する。  

「吹上未来研究所の活動について」 
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(4) 第４回（Ｒ６.２.７［水］開催） 参加者：16団体21名参加 

  開催場所：東市来中央公民館 大会議室（東市来文化交流センター内） 

［主な内容］ 

ア 吹上砂丘荘・ゆーぷる吹上の今後について 

     令和６年２月１日に吹上中央公民館で行われた住民説明会の影響を受

け、参加者にも説明を実施。  

 

   ・吹 上 砂 丘 荘：令和７年３月 31 日をもって閉館（営業は２月末まで） 

   ・ゆーぷる吹上：温泉・プールは今後も存続、砂丘荘の代替として  

食堂や宿泊機能を強化 

 

イ 第３回協議会の振り返り 

   (ｱ) グループ毎でのイベント・企画等についてのグループワーク  

   (ｲ) 日置市観光戦略５本の柱に基づいた観光振興に取り組む地域等  

      →美山地区を認定。本協議会で取り組みについて支援を行いたい。  

 

  ウ 本日の協議会内容につて 

    グループ毎でのイベント・企画等についてのグループワーク  

 

  エ 意見交換 

   (1) 日置市施設利用促進協会の取り組みについて 

 

   ・平成 13 年吹上町施設利用促進協会として発足し、平成 27 年から現在の 

名称へ変更。 

   ・行政と協働でスポーツ観光を促進し、大会や合宿の誘致を図りながら関係  

人口の拡大を通して地域の経済効果に資する。 

   ・宿泊や弁当の手配、合宿歓迎式典などに取り組み、令和５年度は宿泊者数  

延べ 1,439 人、弁当数 5,685 個を対応。 

   (2) グループ毎でのイベント・企画等についてのグループワーク  

 

  オ 意見交換に関しての発表 

 

  カ 第４回のまとめ 

   (1) 日置市施設利用促進協会から４つの点について参加者から意 

見をいただきフィードバックを行った。 

   (2) 第３回で提案された６つの企画について、グループ毎にターゲ  

ットや実施時期、取り組むにあたっての課題や改善点を協議し  

６年度に企画が実施できるよう取り組む。 

「吹上砂丘荘、ゆーぷる吹上の今後」 

「日置市施設利用促進協会について」 
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４．各団体からの情報集約               
 令和６年度も約３か月が過ぎようとしていますが、参加されている団体

の皆さんの活動を共有させていただきたいと思います。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

★☆ブレイクタイム（休憩）☆★            

 

 

 

 

 

休憩しましょう♪ 
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５．本日の協議内容について              
 (1) 事業説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

［説明］ 日置市地域づくり課 

                    重水憲朗 課長補佐 

 

------------------------------------------------------------------ 

 (2) グループワーク（意見交換） 

 

「まちのコイン」の説明を聞いて感じた 

可能性を話し合おう！ 

    

✓ 記録を残す（書記役をどなたかお一人お願いします。）  

   ✓ 否定しない（多様な意見を大切にしましょう。） 

   ✓ ストレスケアは各自で（部屋の出入り、休憩は自由で）  

 

 

６．発表                        
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［事務連絡］                     
 １ 次回の観光振興連絡協議会は次の日程で開催しますので、ご出席い  

ただきますようお願いします。 

 

    ■日時：令和６年８月 29 日（木） 午前 10 時～ 

    ■場所：日吉支所２階大会議室 

 

 ２ 観光振興連絡協議会は参加者を随時募集しています。お知り合いの  

   方などへのお声掛けをしていただけるとありがたいです。  

 ３ 情報発信を随時行っています。情報提供・ご意見ございましたらメ  

ールや Instagram のＤＭなどでご連絡ください。 

 

 

 

 

 

 

 メール：kanko@city.hioki.lg.jp 

   アンケートフォームよりご連絡していただくことも可能です。  

 

 

アンケート回答フォーム → 

 

 

ひおきとブログ（月刊ひおき）  市観光インスタグラム（週刊ひおき）  

mailto:kanko@city.hioki.lg.jp

